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鈴
木
亮
寛
委
員
（
自
民
）　

子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
を
受

け
た
方
が
原
因
不
明
の
痛
み
な
ど
を
訴
え
る

事
案
が
相
次
い
だ
た
め
、
国
が
積
極
的
な
接

種
の
勧
奨
を
中
止
し
て
い
る
が
、
今
後
、
子

宮
頸
が
ん
の
早
期
発
見
を
図
る
た
め
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

子
宮
頸
が
ん
は
、
早
期
発

見
に
よ
る
治
癒
の
可
能
性
が
非
常
に
高
い
た

め
、
今
後
は
、
成
人
式
で
の
受
診
勧
奨
な
ど

先
進
市
町
村
の
取
り
組
み
を
県
内
に
普
及
さ

せ
る
ほ
か
、
出
前
講
座
の
開
催
や
、
職
域
で

の
受
診
勧
奨
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
検
診
の

受
診
率
の
向
上
を
図
る
。

（
ほ
か
に
、
献
血
者
の
確
保
、
み
ら
い
平
の

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）

青
山
大
人
委
員
（
民
主
）　

桜
川
に
か
か
る

農
業
用
の
取
水
堰
で
あ
る
田
土
部
堰
の
改
修

に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
第
四
回
定
例
会
で
も

質
問
し
た
が
、
堰
の
改
修
な
ど
長
寿
命
化
対

策
の
実
施
に
向
け
た
そ
の
後
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
具
体
的
な
見
通
し
は
。

農
林
水
産
部
長　

昨
年
度
か
ら
地
元
の
新
治

土
地
改
良
区
な
ど
と
協
議
の
上
、
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
の
事
業
計
画
を
策
定
し
、

今
年
度
か
ら
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
事
業
に

着
手
し
た
。
今
後
は
、
平
成
二
十
九
年
度
ま

で
の
四
年
間
を
工
期
予
定
と
し
て
、
国
へ
予

算
確
保
の
要
望
を
行
う
な
ど
計
画
的
に
対
策

工
事
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
児
童
虐
待
対
策
、
米
価
下
落
対

策
な
ど
も
質
問
）

大
内
久
美
子
委
員
（
共
産
）　

霞
ヶ
浦
導
水

事
業
は
本
年
八
月
に
事
業
継
続
が
決
定
し
た
。

し
か
し
、
事
業
の
継
続
は
生
態
系
な
ど
の
破

壊
や
霞
ヶ
浦
の
水
質
悪
化
を
招
く
と
と
も
に
、

市
町
村
と
住
民
の
新
た
な
負
担
と
な
る
。
事

業
を
中
止
し
県
民
の
生
活
を
守
る
べ
き
だ
が
、

所
見
は
。

知
事　

生
態
系
の
保
全
に
つ
い
て
は
砂
ろ
過

施
設
の
設
置
な
ど
国
に
お
い
て
適
切
な
対
応

が
取
ら
れ
る
と
考
え
る
。
霞
ヶ
浦
の
水
質
に

つ
い
て
も
リ
ン
な
ど
の
数
値
か
ら
浄
化
効
果

が
期
待
で
き
る
。
都
市
用
水
の
確
保
な
ど
も

踏
ま
え
、
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
に
よ
る
水
源
開

発
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
保
育
所
の
改
善
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
開

発
の
学
校
建
設
な
ど
も
質
問
）

鈴
木
定
幸
委
員
（
自
民
）　

い
わ
ゆ
る
従
軍

慰
安
婦
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
強
制
連
行
の

根
拠
の
一
部
と
さ
れ
て
い
た
体
験
証
言
が
、

八
月
に
大
手
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
虚
偽
と
認

め
ら
れ
た
が
、
既
存
の
教
科
書
に
は
強
制
連

行
を
連
想
さ
せ
る
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
今

後
、
慰
安
婦
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
教
育
し

て
い
く
の
か
。

教
育
長　

歴
史
教
育
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
、
生
徒
の
多
面
的
・
多
角
的
な
も
の
の

見
方
・
考
え
方
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
授
業

の
工
夫
改
善
を
各
校
に
指
導
し
て
き
た
が
、

慰
安
婦
に
つ
い
て
も
、
偏
っ
た
見
方
に
陥
ら

な
い
よ
う
、
様
々
な
資
料
を
活
用
す
る
な
ど

適
切
な
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ネ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
依
存
も
質
問
）

井
手
義
弘
委
員
（
公
明
）　

東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
で
住
宅
を
自
力
で
確
保
す
る
こ
と

が
難
し
い
人
の
た
め
の
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
入
居
の
申
込
み

が
少
な
い
な
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残

念
で
あ
る
。
こ
の
現
状
を
ど
う
改
善
し
て
い

く
の
か
。

知
事　

五
月
に
応
急
仮
設
住
宅
入
居
者
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
九
月
か

ら
は
個
別
相
談
会
な
ど
を
開
催
し
て
、
個
々

の
事
情
に
か
な
っ
た
、
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
福
島
県
な
ど
か
ら
の
被
災
者
も
含
め
、

被
災
者
の
立
場
に
立
っ
た
き
め
細
か
な
対
応

に
心
が
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
訪
問
、
い
ば
キ

ラ
Ｔ
Ｖ
の
方
向
性
な
ど
も
質
問
）

舘
静
馬
委
員
（
自
民
）　

学
校
給
食
に
お
け

る
地
場
産
物
活
用
割
合
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

学
校
給
食
と
生
産
者
な
ど
を
つ
な
ぐ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
導
入
し
、
第
三
次
の
茨
城

県
食
育
推
進
計
画
で
県
独
自
の
算
出
方
法
に

よ
る
地
場
産
物
活
用
割
合
の
目
標
を
五
十
㌫

以
上
と
し
て
、
日
本
一
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
売
り
手
と

買
い
手
を
仲
介
す
る
茨
城
県
農
産
物
マ
ッ
チ

ン
グ
サ
イ
ト
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く
と
と

も
に
、
活
用
割
合
を
五
十
㌫
以
上
と
す
る
目

標
値
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
日
本
一
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
要
支
援
児
童
へ
の
対
策
、
茨
城

を
た
べ
よ
う
運
動
の
推
進
も
質
問
）

江
田
隆
記
委
員
（
自
県
ク
）
全
国
の
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
※
の
四
割
が
厳
格
化
さ
れ

た
新
た
な
指
定
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と

の
報
道
が
あ
っ
た
が
、
県
内
九
箇
所
の
拠
点

病
院
は
新
要
件
を
充
足
で
き
る
見
込
み
な
の
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か
。

保
健
福
祉
部
長　

新
要
件
で
は
手
術
件
数
や

患
者
数
な
ど
一
定
以
上
の
治
療
実
績
を
満
た

す
こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
が
、
県
内
全
て

の
拠
点
病
院
が
主
な
要
件
を
充
足
し
て
い
る
。

来
年
二
月
の
更
新
審
査
に
向
け
、
県
と
し
て

も
推
薦
書
の
提
出
な
ど
、
指
定
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
認
知
症
対
策
の
充
実
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
特

別
支
援
教
育
の
推
進
な
ど
も
質
問
）

小
川
一
成
委
員
（
自
民
）　

守
谷
市
の
滝
下

橋
が
交
通
事
故
で
損
傷
し
、
通
行
止
め
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
激
し
い
渋
滞
が
発
生

し
、
広
範
囲
に
多
大
な
影
響
が
で
て
い
る
。

県
は
地
元
の
要
望
を
受
け
入
れ
、
水
海
道
有

料
道
路
の
通
勤
時
間
帯
無
料
化
な
ど
、
渋
滞

緩
和
に
迅
速
に
対
応
し
た
が
、
一
日
も
早
い

復
旧
を
求
め
る
。
見
通
し
は
。

土
木
部
長　

橋
の
専
門
家
な
ど
と
検
証
の
結

果
、
現
状
で
の
交
通
開
放
は
危
険
と
判
断
し
、

直
ち
に
応
急
補
強
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。

休
日
も
休
ま
ず
工
事
を
行
い
、
遅
く
と
も
九

月
二
十
五
日
ま
で
に
は
普
通
車
の
通
行
が
で

き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
す
。

（
ほ
か
に
、
取
手
豊
岡
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備

な
ど
も
質
問
）

白
田
信
夫
委
員
（
自
民
）　

土
砂
災
害
対
策

は
、
今
住
ん
で
い
る
人
が
安
心
し
て
住
め
る

よ
う
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
特
別
警
戒
区

域
に
指
定
さ
れ
た
地
域
に
住
む
住
民
の
た
め

の
移
転
施
策
の
拡
充
と
、
土
砂
災
害
防
止
の

た
め
の
砂
防
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
国
に
支

援
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
関
係
す
る
県
単

の
予
算
に
つ
い
て
増
額
す
べ
き
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

知
事　

土
砂
災
害
防
止
施
設
の
整
備
に
係
る

予
算
の
増
額
、
あ
る
い
は
区
域
内
の
住
宅
へ

の
支
援
策
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
、
国
に
働

き
か
け
る
と
と
も
に
、
委
員
の
意
見
を
踏
ま

え
、
県
単
の
水
路
整
備
な
ど
に
つ
い
て
も
こ

れ
か
ら
十
分
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◆
議
員
辞
職

八
月
十
二
日
付
け
で
石
川
多
聞
議
員
（
水
戸
市
選
出
）

が
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

ことば ※【がん診療連携拠点病院】…肺、胃、大腸、乳房など主ながんに対し、手術、放射線治療、化学療法などを総合的に提供できる国が指定する病院。

予 算 特 別 委 員 会

鈴す
ず
き木　

　

亮
り
ょ
う
か
ん寛　（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

青あ
お
や
ま山　

　

大や
ま
と人　（

民　
　

主　
　

党
）

大お
お
う
ち内　

久く

み

こ
美
子　（

日
本
共
産
党
）

鈴す
ず
き木　

　

定さ
だ
ゆ
き幸　（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

井い

で手　
　

義よ
し
ひ
ろ弘　（

公　
　

明　
　

党
）

舘た
ち　

　
　

静し
ず
ま馬　（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

江え

だ田　
　

隆た
か
の
り記　（

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

小お
が
わ川　

　

一い
っ
せ
い成　（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

白は
く
た田　

　

信の
ぶ
お夫　（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

月日 曜 議 事 予 定

10. 31 金 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

11.   1 土
2 日
3 月 （文化の日）

4 火 休会（議案調査）

5 水 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

6 木 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑、議案常任委員会付託）

7 金 休会（常任委員会）

8 土
9 日

10 月 休会（県出資団体等調査特別委員会）

11 火 休会（安全・安心を実感できる地域づくりに関する
　　　　調査特別委員会）

12 水 休会（決算特別委員会）

13 木 休会（議事整理）

14 金 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

予 算 特 別 委 員 会

お知らせ
議
会
人
事


